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環境工学科 ディプロマ・ポリシー 

環境工学科では、工学部ディプロマ・ポリシーに基づき、専門学術の基礎と実践力を継承できるよう、学科と

して下記に掲げる能力を備えていると判断できる学生に対して卒業を認定する。 

 

(A)  資源・エネルギー、都市代謝、自然共生に関する問題を、工学・理学・農学・社会科学的に捉え、改善策

を立案できる。〔基礎知識・問題解決力〕 

(B)  資源・エネルギー、都市代謝、自然共生に関する問題に対し、集団内で意見交換をしながら課題を明確化

し、知識を共有することを通して対策法を提案できる。〔コミュニケーション力〕 

(C)  地域および地球環境問題の現状と未来に技術者として関わる意思をもち、従前の英知・工夫を継承しつ

つ、技術的かつ政策的手法について自らの能力を継続的に高め、その手法について説明できる。〔倫理・

継承・発展〕 

(D)  自然・社会現象の計測・測定と、物質収支やエネルギー収支の定量的な取り扱いができ、その内容を客観

的に分析・評価し、他者と協議できる。〔データ処理・論理的解析〕 

(E)  世界各地で生じている環境問題に広く目を向ける国際感覚を持ち、習得した環境技術や自らの問題意識

を、国際的に正しく情報発信できる。〔国際感覚〕 
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